
令
和
7
年

春
季
俳
句
講
座

「第
一
句
集
を
読
む―

師
系
を
超
え
て
（
８
）」

第
3
回

中
村

雅
樹

『砲

車
』
長
谷
川
素
逝

「抒
情
の
行
方
」

素
逝
の
俳
句
を
貫
く
抒
情
。
そ
の
抒
情
は
日
中
戦
争
下

の
国
民
感
情
と
一
つ
に
な
っ
て
、
『砲
車
』を
生
み
出
し
た
。

『砲
車
』の
栄
光
と
戦
後
の
素
逝
の
苦
悩
に
迫
り
た
い
。

主
催

公
益
社
団
法
人

俳
人
協
会



中
村

雅
樹

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

昭
和
二
十
三
年

広
島
県
に
生
ま
れ
る

昭
和
六
十
二
年

宇
佐
美
魚
目
に
師
事
、
「晨
」入
会

平
成
二
年

「晨
」同
人

平
成
十
一
年

大
串
章
に
師
事
、
「百
鳥
」入
会

平
成
十
二
年

「百
鳥
賞
」受
賞
、
「百
鳥
」同
人

平
成
十
六
年

「鳳
声
賞
」（百
鳥
同
人
賞
）受
賞

平
成
二
十
年

『俳
人

宇
佐
美
魚
目
』に
て
第
九
回
山
本
健
吉

文
学
賞

平
成
二
十
四
年

『俳
人

橋
本
鷄
二
』に
て
第
二
十
七
回
俳
人
協
会

評
論
賞

平
成
三
十
年

「百
鳥
」退
会

令
和
元
年

「晨
」代
表

著
書句

集

『果
断
』
（平
成
九
年
）、
『解
纜
』
（平
成
十
九
年
）、

『晨
風
』
（令
和
四
年
）

『中
村
雅
樹
集
』
（令
和
六
年
）

評
論

『俳
人

宇
佐
美
魚
目
』
（平
成
二
十
年
）、

『俳
人

橋
本
鷄
二
』
（平
成
二
十
四
年
）

『ホ
ト
ト
ギ
ス
の
俳
人
た
ち
』
（平
成
二
十
九
年
）、

『橋
本
鷄
二
の
百
句
』
（令
和
二
年
）

公
益
社
団
法
人
俳
人
協
会
評
議
員

日
本
文
藝
家
協
会
会
員
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長
谷
川
素
逝―

―

抒
情
の
行
方―

―

中
村
雅
樹

一
、
短
い
生
涯

出
生
地
は
こ
れ
ま
で
大
阪
と
考
え
ら
れ
て
い
た
が
、
津
で
あ
る

可
能
性
も
あ
る
。

「素
逝
」と
い
う
俳
号
は
『荘
子
』か
ら
と
っ
た
。

そ
れ
王
徳
の
人
は
、
逝
く
に
素
に
し
て
、

而
し
て
事
に
お
い
て
通
ず
る
を
恥
と
し
・・・

一
生
そ
の
も
の
が
「逝
く
に
素
に
し
て
」と
い
う
一
生
で
あ
っ
た
。

素逝夫妻
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長
谷
川
素
逝
・略
年
譜

『長
谷
川
素
逝

圓
光
の
生
涯
』
（う
さ
み

と
し
お
）
を
参
考
に
し
て
作
成

明
治
四
〇
年
（一
九
〇
七
）

二
月
二
日
、
大
阪
あ
る
い
は
津
に
生
ま

れ
る
。
本
名
、
直
次
郎

大
正
一
三
年
（一
九
二
四
）

十
七
歳

津
中
学
校
を
卒
業
、
第
三
高
等
学
校

入
学

昭
和
三
年
（一
九
二
八
）

二
十
歳

京
都
帝
国
大
学
に
入
学

「ホ
ト
ト
ギ
ス
」雑
詠
、
初
入
選

昭
和
八
年
（一
九
三
三
）

二
十
五
歳

『京
大
俳
句
』創
刊
、
編
集
同
人
と
し
て

参
加

昭
和
九
年
（一
九
三
四
）

二
十
六
歳

津
中
学
に
国
語
教
師
と
し
て
赴
任

昭
和
一
一
年
（一
九
三
六
）
二
十
九
歳

『京
大
俳
句
』を
退
会

昭
和
一
二
年
（一
九
三
七
）

三
十
歳

盧
溝
橋
事
件
、
日
中
戦
争
勃
発

応
召
、
京
都
の
伏
見
野
砲
第
二
二
連
隊

へ
入
隊

中
国
に
上
陸
、
石
家
荘
、
無
錫
を
経
て
、

南
京
入
城

昭
和
一
三
年
（一
九
三
八
）三
十
一
歳

北
支
転
進
、
山
西
討
伐
、
徐
州
陥
落

青
島
の
陸
軍
病
院
に
入
院
、
内
地
送
還

昭
和
一
四
年
（一
九
三
九
）
三
十
二
歳

「ホ
ト
ト
ギ
ス
」同
人

『砲
車
』（三
省
堂
）刊
行

昭
和
一
五
年
（一
九
四
〇
）
三
十
三
歳

甲
南
高
等
学
校
の
教
授
と
し
て
赴
任

昭
和
二
〇
年
（一
九
四
五
）
三
十
八
歳

空
襲
に
よ
り
津
の
実
家
及
び
神
戸
の

住
居
全
焼

敗
戦

十
二
月
、
「根
倉
句
抄
」を
書
き
始
め
る

昭
和
二
一
年
（一
九
四
六
）
三
十
九
歳

二
月
二
十
日

〈弟
を
返
せ

を
月
に
の
ろ
ふ
〉（「根

倉
句
抄
」）

国
立
三
重
療
養
所
へ
入
院

十
月
十
日

逝
去
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二
、
『砲
車
』（昭
和
十
四
年
）

徴
兵
制
の
も
と
、
男
子
の
義
務
と
し
て
粛
々
と
し
て
戦
場
に
赴
く
。

戦
場
に
お
け
る
「
何
か
に
表
現
せ
ず
に
は
を
れ
な
い
と
い
ふ
大
き
な

衝
動
の
重
み
」を
感
じ
て
詠
ん
だ
句
。

砲 車
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（一
）
戦
場
の
様
子
を
詠
ん
だ
句

夏
灼
く
る
砲
車
と
と
も
に
わ
れ
こ
そ
征
け

頑
軀
汗
す
こ
や
か
あ
だ
を
う
た
で
や
ま
じ

わ
が
馬
を
う
づ
む
と
兵
ら
枯
野
掘
る

稲
の
山
に
ひ
そ
め
る
を
刀
で
ひ
き
出
だ
す

寒
夜
く
ら
し
た
た
か
ひ
す
み
て
い
の
ち
あ
り
ぬ

か
か
れ
ゆ
く
担
架

外
套
の
肩
章
は
大
尉

雪
の
上
に
け
も
の
の
ご
と
く
屠
り
た
り

み
い
く
さ
は
酷
寒
の
野
を
お
ほ
ひ
征
く

馬
ゆ
か
ず
雪
は
お
も
て
を
た
た
く
な
り

雪
の
上
に
う
つ
ぶ
す
敵
屍
銅
貨
散
り

向
日
葵
畑
ぷ
す
と
た
ま
来
て
土
け
む
り

お
ほ
君
の

み
楯
と
月
に
よ
こ
た
は
る

す
べ
る
砲
車
を
裸
身
さ
さ
ふ
る
汗
を
見
よ

か
を
り
や
ん
の
葉
も
て
担
架
の
顔
を
覆
ふ

て
む
か
ひ
し
ゆ
え
炎
天
に
撲
ち
た
ふ
さ
れ

汗
と
泥
に
ま
み
れ
敵
意
の
目
を
伏
せ
ず

戦
火
想
望
俳
句

日
野
草
城
の
場
合

爆
撃
機
爆
弾
を
孕
め
り
重
く
飛
ぶ

青
麦
原
逆
光
に
戦
車
隊
来
る

隊
長
の
亡
骸
を
負
ひ
て
占
拠
の
万
歳

工
兵
の
人
柱
こ
と
き
れ
て
も
立
つ

た

ま
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（二
）
民
衆
に
対
す
る
憐
憫
の
情

い
く
さ
ゆ
ゑ
う
ゑ
た
る
も
の
ら
枯
野
ゆ
く

酷
寒
は
家
な
き
も
の
ら
に
も
来
た
る

あ
は
れ
民

凍
て
し
い
ひ
さ
へ
掌
に
受
く
る

食
を
乞
ふ
少
年
あ
ば
ら
骨
さ
む
く

う
れ
し
ま
ま
戦
禍
の
麦
の
く
た
る
な
り

氾
濫
の
黄
河
の
民
の
粟
し
づ
む

氾
濫
の
と
も
し
き
穂
麦
干
し
て
食
ふ

三

抒
情
的
俳
句

さ
よ
な
ら
と
梅
雨
の
車
窓
に
指
で
書
く

風
呂
を
出
た
ば
か
り
の
顔
で
夕
焼
け
て

か
さ
と
い
ふ
く
ぬ
ぎ
落
葉
に
山
日
和

ど
ん
と
う
つ
お
ぼ
ろ
の
濤
の
遠
こ
だ
ま

梅
林
の
な
か
お
の
づ
か
ら
谷
を
な
し

山
の
子
に
け
ふ
が
暮
れ
ゆ
く
獅
子
の
笛

ふ
り
む
け
ば
障
子
の
桟
に
夜
の
深
さ

暖
か
き
雨
の
に
ほ
ひ
の
夜
気
に
ふ
れ

素
逝
の
抒
情
の
本
質

村
は
私
の
心
を
何
か
し
ら
や
る
せ
な
い
ま
で
の
あ
た
た
か
さ
で
く
る
ん

で
く
れ
心
や
す
め
て
く
れ
た
。
村
の
全
て
の
く
ら
し
が
土
と
季
節
に
つ

な
が
つ
て
ゐ
る
為
の

そ
の
土
や
季
節
の
あ
た
た
か
さ
な
の
で
あ
ら
う
。

（『村
』昭
和
二
十
一
年
の
序
文
よ
り
）
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俳
句
は
俳
諧
は
、
日
本
人
の
生
ん
だ
詩
の
一
つ
で
あ
る
。[

中
略]

俳
句
に
は
、

日
本
人
の
日
本
人
た
る
無
垢
の
精
神
が
流
れ
て
き
て
ゐ
る
。[

中
略]

今
こ

そ
、
俳
諧
の
伝
統
の
中
に
省
み
て
、
悠
久
た
る
か
な
た
、
あ
る
ひ
は
万
葉
に

う
け
つ
が
れ
、
や
が
て
は
俳
諧
に
う
け
つ
が
れ
て
来
た
こ
の
流
れ
を
、
確
か
に

正
し
く
身
に
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
い
ふ
の
で
あ
る
。
（『俳
句
誕
生
』、
昭
和
十

八
年
よ
り
）

暮
し
が
土
と
季
節
に
繋
が
っ
て
い
る
村
の
生
活
と
そ
こ
に
育
ま
れ
る
精
神
は
、

日
本
人
の
日
本
人
た
る
無
垢
の
精
神
で
も
あ
り
、
万
葉
に
受
け
継
が
れ
、
現

代
の
俳
句
に
ま
で
受
け
継
が
れ
て
き
た
日
本
の
魂
で
あ
る
。

素
逝
の
抒
情
は
、
村
の
生
活
に
お
い
て
育
ま
れ
た
な
つ
か
し
さ
を
伴
う
抒
情

で
あ
り
、
他
方
で
は
、
そ
れ
は
万
葉
の
時
代
に
お
い
て
「海
ゆ
か
ば
漬
く
か
ば

ね
、
陸
ゆ
か
ば
く
さ
む
す
か
ば
ね
」と
う
た
わ
れ
た
大
君
を
た
た
え
る
精
神

と
同
根
で
あ
っ
た
。
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四
、
戦
後
の
素
逝

終
戦
直
前
ま
で
「
前
線
俳
句
鑑
賞
」を
執
筆
。
素
逝
は
敗
戦
に
至
る
ま
で
、

俳
句
を
通
し
て
お
国
に
奉
公
す
る
、
と
い
う
気
持
ち
を
捨
て
て
は
い
な

か
っ
た
。

玉
音
放
送
を
聞
き
、
「陛
下
に
申
し
訳
な
い
」と
涙
。

二
十
年
十
二
月
か
ら
「根
倉
句
抄
」を
書
き
続
け
る
。

二
十
一
年
二
月
二
十
日

弟
を
返
せ

を
月
に
の
ろ
ふ

「根
倉
句
抄
」

し
づ
か
な
る
い
ち
に
ち
な
り
し
障
子
か
な

圓
光
を
著
て
鴛
鴦
の
目
を
つ
む
り

水
玉
と
あ
そ
べ
る
鴛
鴦
の
ひ
か
り
か
な

あ
た
た
か
き
雨
と
な
り
た
る
枝
し
づ
く

芽
ぶ
か
ん
と
す
る
し
づ
け
さ
に
太
き
幹

さ
ん
し
ゆ
ゆ
の
花
の
こ
ま
か
さ
相
ふ
れ
ず
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家
の
な
い
こ
と

酷
寒
は
家
な
き
も
の
ら
に
も
来
た
る
（『砲
車
』）

「
家
の
な
い
と
い
ふ
こ
と
が
、
ど
ん
な
に
心
身
に
こ
た
へ
る
も
の
で
あ
る

か
と
い
ふ
こ
と
は
、
恐
ら
く
さ
う
い
ふ
苦
し
み
を
身
に
し
て
ゐ
る
人
で

な
い
と
わ
か
ら
な
い
こ
と
な
の
で
あ
ら
う
。
」

（『週
刊
朝
日
』、
昭
和
二
十
一
年
六
月
）

終
戦
後
、
あ
る
人
へ
の
手
紙

「
私
た
ち
は
戦
争
と
い
う
罪
悪
に
加
担
し
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
も
他
人

が
営
々
と
築
い
て
き
た
宝
物
を
、
手
段
も
選
ば
ず
に
横
取
り
し
よ
う
と

す
る
醜
い
心
の
表
れ
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
た
め
に
幾
多
の
人
々

の
血
を
流
し
、
命
を
奪
っ
て
き
ま
し
た
。
今
、
私
は
こ
の
罪
深
い
行
為
を

振
り
返
っ
て
、
心
か
ら
恥
か
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。
」

（『お
や
じ
の
値
段
』、
文
春
文
庫
）

十
月
十
日

逝
去

ま
つ
し
ぐ
ら
爐
に
と
び
こ
み
し
如
く
な
り

虚
子



「第
一
句
集
を
読
む―

師
系
を
超
え
て
（
８
）」

◆

第
2
回
講
師―

 

森
賀

ま
り

動
画
配
信
日

4
月
22
日
（
火
）

◆

第
3
回
講
師―

 

中
村

雅
樹

動
画
配
信
日

4
月
29
日
（
火
）

◆

第
4
回
講
師―

 

横
澤

放
川

動
画
配
信
日

5
月
6
日
（
火
）

令
和
7
年

春
季
俳
句
講
座

公
益
社
団
法
人

俳
人
協
会

◆

第
1
回
講
師―

 

山
西

雅
子

動
画
配
信
日

4
月
15
日
（
火
）
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